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2026 年 2 月 9（月） 

 

シニア世代に安心のコンロ SAFULL+ 
PS アワード製品部門 +あんしんを受賞 

リンナイ株式会社（本社：愛知県名古屋市、社長：内藤 弘康）のビルトインガスコンロ「SAFULL+（セイフルプラ

ス）」が、経済産業省主催令和 7 年度第 19 回製品安全対策優良企業表彰（PS アワード 2025）において、特別

賞（製品部門）（以下、「+（プラス）あんしん」）を受賞しました。 
「SAFULL+」は、ガス火調理の不安を解消するため、認知症当事者やその介助者の声を取り入れて開発したガ

スコンロです。聞き取りやすい音声案内や、安心して鍋が置ける大型ごとく、誤操作を防ぐ色使いを採用していま

す。今回、誤使用・不注意による事故の未然防止に役立つ製品として「+あんしん」を受賞しました。 
当社は「SAFULL+」をはじめ、安全性に配慮した製品の提供を通じて、シニア世代の毎日の暮らしに寄り添いま

す。 

 
+あんしん受賞 

■ 表彰概要と受賞理由 
■ シニア世代向けガスコンロの開発背景 
■ SAFULL+の特長 

≪本件のお問い合わせ先≫ 

リンナイ株式会社 広報・IR 部 TEL 052-361-8211（代表） 

（注）本資料に記載されている内容は発表日時点の情報です。 
ご覧になった時点で、内容が変更になっている可能性がありますので、あらかじめご了承下さい。  



+あんしん受賞 
 
■ 表彰概要と受賞理由 
 
PS アワードは、製品安全に積極的に取り組んでいる事業者を表彰する

経済産業省の制度です。今回から、誤使用・不注意の防止対策が講じ

られた製品の表彰「+あんしん」が新設されました。 
「SAFULL+」は、想定した危害シナリオ「ビルトインこんろ使用中の着衣

着火による火傷」に対して、次の評価軸を全て満たしていることから「+
あんしん」を受賞しました。 
 
 
 
製品全体の基本的

な安全性の担保 
ガス事業法、液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律および電気

用品事業法に従った設計に加え、JIS S2103：家庭用ガス調理機器への準拠及び消防

法ガス機器防火性能評定を取得している。 
特定の誤使用・不

注意による事故リス

クの低減状況 

○ リスク低減方策として、次の 4 点を実施している。 
1) 大型ごとく化および周辺の部品の黒色化 
2) 左右こんろの最大ガス消費量を 4.20kW から 2.97kW に削減 
3) あぶり高温炒め機能（鍋無検知センサーを動作させないようにする機能）の廃止 
4) 音声お知らせ機能搭載による点火状況のお知らせ 
○ ごとくが大型化し、周辺部品を黒色化したことにより点火状態の認識率が向上、ま

た、最大ガス消費量を変更したことにより、直径 20cm の鍋を使用した際、最大火

力でも炎が鍋から溢れないことを確認。以上のことから着衣着火による重大な事故

を防止する効果が確認された。 
当該リスク低減方

策の意義 
○ Si センサー（鍋底の温度を感知して油の過熱防止や、火の消し忘れや立ち消えを

検知して自動消火する機能）では、調理中の適切な温度管理（過熱防止）は可能で

あるが、年間で約 30件発生しているこんろが原因の火災のうち、約 3割を占めると

推定される調理中の衣服への着火については、危険性を大きく減少させるもので

はない（着衣着火は使用者の注意に委ねることになり、事故防止のための根本的

な対策ではない）。 
○ そのため、着衣着火に対して対策を講じることで、重篤な火傷や死亡事故のリスク

を減らし、特に身体・認知機能が衰える高齢者が増加傾向であることから、本低減

機能は、着衣着火のリスク低減において意義がある。 
製品に表示する当

該リスク低減方策

の効果等に関する

説明文言の妥当性 

審査・運営委員会において、マークに付記する文言として、以下に示したものが事業者

から申請され、製品に表示する当該リスク低減方策の効果等に関する説明文言の妥当

性を認めるものとした。 
マークに付記する説明文言： この製品は誤使用・不注意をきっかけとした着衣着火に

よるやけどのリスク低減が図られた製品です。 
 
本制度の詳細は、経済産業省のウェブサイトをご覧ください。 
誤使用・不注意による製品事故リスクを低減した製品の表彰・表示制度（経済産業省） 
https://www.meti.go.jp/product_safety/ps-award/risksystem/ 
  

https://www.meti.go.jp/product_safety/ps-award/risksystem/


■ シニア世代向けガスコンロの開発背景 
 
2040 年には認知症や軽度認知障害（MCI）の高齢者が 1000
万人を越えると予想されており、高齢者が安全に調理できる環

境づくりは大きな社会課題です。火の消し忘れへの不安から

IHコンロへの取り替えが推奨される一方で、ガスと IHコンロの

操作の違いから調理を断念することになれば、生活の質の低

下も懸念されます。 
こうした課題の解決のため、当社は、福岡市、西部ガス（株）、

（株）メディバ（医療コンサルティング）、認知症当事者と共同

で、誰もが使いやすいガスコンロを目指して「SAFULL+」を開

発しました。 
 
 
 
開発過程では、認知症当事者のモニタリングや行動観察を重

ね、視覚や聴覚、認知機能が低下したときに必要とされるガス

コンロの機能を徹底的に検討しました。 
当事者が「何を考えているか」を大切にすることで、細かな課

題も発見しました。例えば、グリル用操作ボタンの魚のマーク

が強い印象を与え、コンロではなく誤ってグリルを点火してしま

うという行動が確認されました。この誤操作からマークの表示

のあり方を見直すなど、モニタリングや行動観察から得られた

知見は、実際の製品にも反映されています。 
 
開発背景の詳細は、当社ウェブサイトをご覧ください。 
高齢者に使いやすさと安心を提供するガスコンロ 
https://rinnai.jp/lp/safullplus/article/productstory/ 

 
 
■ SAFULL+の特長 
 
「SAFULL+」は、シニア世代ならではの不安をなくせるよう、安

全性に徹底的にこだわりました。消し忘れ消火機能の搭載は

もちろん、聞き取りやすい音声案内や、安心して鍋が置ける大

型ごとく、誤操作を防ぐ色使いを採用しています。 
 
製品の詳細は、当社ウェブサイトをご覧ください。 
SAFULL+ 商品サイト 
https://rinnai.jp/lp/safullplus/ 

https://rinnai.jp/lp/safullplus/article/productstory/
https://rinnai.jp/lp/safullplus/

